
牧野が矢澤宛にタカネマンテマの標本を

送るよう要望したハガキ。タカネマンテマは

矢澤の教え子岡田邦松が発見した新種で、

牧野は矢澤を通じて標本を入手しようとし

たと思われる。このはがきの直後に牧野は

岡田にハガキを送り、標本の借用を依頼し

ている。

牧野富太郎書簡（矢澤宛）
大正７年

1918（大正7）年
諏訪市博物館 蔵
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